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 ノ ル ウ ェ ー 人 が 日 頃 か ら 口 酸 っ ぱ く 言 う
『Miljøvennlig( 環境に優しい )』その一つとして、ソー
ラーパネルのマッシブなオフィスビルがウォーターフ
ロントに建設されている。
　しかし元来、生活のために海と接続する建築がここ
トロンハイムに建てられてきた。
また、労働時間が短く、アフターワークのアクティビ
ティを大切にするノルウェー人にとって＂オフィスビ
ル＂は必要ではないと感じた。
『Miljøvennlig』とは＂自然に優しい＂だけなのか？
　本計画では、生活から分断されているウォーターフ
ロントを、サイクリングロードという生活の基本的移
動ツールによって繋ぎ、
住民が築き上げてきた生活を補完する場所を配置、水
辺を＂人の生活の場＂に返還することを目指す。
現在、 この街のウォーターフロントにソーラー
パネルを持つマッシブなオフィスビルが、 環境
保護を名目に建設中である。 彼らの環境保護思
想はアルネ・ネスの定義した『ディープ・エコ
ロジー』 に基づいている。 しかし、 元来、 水辺
には水と生きて行くための建築が建てられてき
た。また、この場所はインフラやホテルが集中し、
線路、 駅、 川の３つのレイヤーを橋でまたいで
中心部と繋がっている。 それによって生活から
孤立した場所となっている。 このレイヤーを解
体し、 街全体と繋ぐことで、 水辺を＂人の生活
の場＂に返還する。
トロンハイムにおいて、 マッシブなオフィスビ
ルではなく、 複合用途、 スモールスケールの建
築が人々の形態言語であると言える。 この複合
建築を１つのセルとし、 中心部に隣接するディ
ストリクトに分散させる。 また、 ディストリク
トの核を結ぶ役割として、 生活の基本移動ツー
ルであるサイクリングロードで繋ぐ。
　街は旧市街地から沿岸部、平地に向かって拡がって
おり、駅は郊外に行くにつれて減少する。そのため、
郊外から中心部に行く人の 70% が自家用車を利用す
る。中心部では、道路路肩にパブリック駐車場が多く
見られる。そこで、サイクリングロードの整備、レン
タサイクルの拡大で自転車への転換が図られている。
　建築は、商業、ホテル、オフィス、そして住居 が
混 在 し、 戦 後 に 建 て ら れ た 水 辺 型、 中 庭 型 が 街
並みを形成している。
１．はじめに
２．研究要旨
(1)　トロンハイム
(2)　POWER HOUSE
３. 提案
　Miljøvennlig(environmentally friendly) Norwegian always tend to say every day.As one of them, a 
massive office building has solar panels is built on the waterfront in Trondheim.However,buildings which 
connects with the sea for people's lives have been built in this city. Does "Miljøvennlig" mean just "nature-
friendly"? This project aim to return the waterfront  to "place for peoaple's life.
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a) 半径 500m のサイクリングロードを配置
b) 交通量、ノード、水辺から８つの敷地を選定
c) ３タイプの建築を配置し、生活を補完する場所を挿
入する。
(1)　マスタープラン
　水型建築から平面を操作、水側に開き、プログラム
によって水と繋げる。
a)SITE1:POWER HOUSE の建て替え
サイクリングロードを緩やかに内部に引き込み、視線
の抜けによって海へ誘導する。自転車動線から、自転
車に乗ったまま利用できる店を挿入し、自転車が建築
形態に影響を与える。ノルウェーでは労働時間が短い
一方で、図書館などの公共施設も午後 6 時に閉館する。
そこで、ミニ図書館の場所を挿入、人々の活動の場を
増やす。
b)SITE2: 既存水辺型建築をリノベーション
現在、駐車場になっている川側を開く。アフターワー
クのアクティビティを大切にしているため、ここにそ
の拠点を挿入し、同じ趣味の人たちが気軽に集まれる
場所を作る。
c)SITE3: 新しい水辺型建築
スラブのレベル差で視線が交錯する。ここで、見る見
られるの関係が自然と発生する。
(3)　設計手法
a) 建築内部を通る
b) 建物内から水辺へ繋がる
c) 既存のグランドレベルの差を利用し、サイクリン
グロードを内部へ引き込む
　トロンハイムならではの生活スタイルを取り入れた
大開発により、建築単体ではなく街全体を変えてい
く。それによって本来の Miljøvennlig( 環境に優しい )
である自然と人が共生できる環境ができる。
・ディープ・エコロジーとは何か
・ディープ・エコロジーの原郷
・人はなぜ建てるのか
・ノルウェーを知るための 60 章
・都市のイメージ
(2)　サイクリングロードの操作 ４. 結び
５. 参考文献
